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住宅は貯金箱になるか？ 資産価値の維持向上に向けて ( 第１回 ) 

  　
 

  
  

　  
    元祖「フレンチ･コロニアル様式」
  18世紀の中頃､カナダから始まるフラン
スの植民地化は広大でしたが､事実上は
五大湖全域からミシシッピ川の全流域の
支配に留まっており､植民地時代の建築
もほとんど残っていません。フランスは要塞
や貿易基地は建設しましたが､多くの都
市は創っていません。 例えばデトロイトも
セントルイスにも建築が残っていません。
 南部ニューオーリンズで有名な「フレンチ
クウォーター」でさえも1794年の大火災の
復興は「ルネッサンス様式（古代ローマ回
帰）」で再建されています。 そのフランスの
植民地時代の建築「フレンチ･コロニアル
様式」が残るのはミシシッピ流域の歴史
的なプランテーション(農園邸宅)です。
 フレンチ･コロニアル様式は米国の住宅

様式にあまり影響を与えませんでした。 
 その理由には､1763年のフランス･イン
ディアン戦争の英国の勝利と､ジェファソン
のルイジアナ州の買収があげられます。
 これが英国の建築様式が東部から南部
まで巾を効かせるようになりました。

 
 17世紀の「フレンチ･コロニアル様式」の
特徴は､湿潤な気候に対応した内外の
設えです。勾配は急で寄棟､ドーマー窓か
ら排熱する屋根構造。 床は地盤より数
フィート高く小上がりした位置､建物の周
りは回廊が周り､日除けと涼が採れる設
えです。 1960年頃になると柱頭が付く
「グリーク･リバイバル様式」と折衷様式
の「フレンチ･リバイバル様式」が登場し
現在､その建築スタイルを見ることが出
来ます。　　☆米国取材： 大竹喜世彦

　　

        

毎日掲載中!!

　《米国視察２０１９》
　　☆後半はルイジアナ州！
　　　  取材レポートを
　　　　    連載いたします　

 

　

　

 7/31(水)【第22回･ﾘﾌｫｰﾑ産業ﾌｪｱ2019】東京 主催(株)ﾘﾌｫｰﾑ産業新聞社
 8/ 7(水)【里山住宅博inTsukuba2019】筑波 主催：(社)茨城県林業協会
 8/27(火)【ｴﾈﾙｷﾞｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ2019】東京 主催：(財)省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
 9/ 4(水)【再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ保全技術者講習会】宇都宮 主催：栃木県

 

㈱アップル、社員が参加した講習会･イベント

ルネッサンス建築のフレンチ･クウォーターハリケーン復興後のニューオーリンズ

（次回は「フレンチ・ルーラル様式」）

㈱アップルは建設業許可法人 ( 般－17 第 22168 号 ) 建築設計事務所 ( 知事登録第 4088 号 ) 住宅金融支援機構適合証明登録建築士事務所 ( 第 16090044 号 ) 日本住宅保証検査機構登録事業者 (A8101455 号 ) 認定特定非営利活動法人･日本民家再生協会登録事業者 (E-044023 号）
リフォームアップル  自治医大店

    【地域のリフォ－ム工務店】
         株式会社アップル
Ｗｅｂで施工例がご覧になれます！
0285-44-8208 下野市祇園 1-20-1

  

 
 

 

 

 米国西部の最大都市ロサンゼルスから南部ルイジアナ州の最大の

都市ニューオーリンズへ。1718 年にフランス領となりますが

1763 年のパリ条約でスペイン領となったニューオーリンズは､

メキシコ湾に面し､ミシシッピ川の河口にあり､その後主に穀物､

綿花など流域の農産物の貿易港として発展してきました。

 ニューオーリンズの住宅地を見るとデザインコードは､基本的に

スパニッシュ・コロニアルですが､中心部の「フレンチ・クウォー

ター」や「バーボン・ストリート」などの繁華街は 1794 年の

大火災でフランス領時代の多くの建物が消失し､ファイヤーコン

パートメント ( 防火区画 ) によりフランスの尖った屋根から平ら

な屋根に木造の壁から漆喰壁となりました。その当時の復興は古

代ローマ回帰「ルネッサンス様式」として再建されたのです。

 少し話がそれますが､米国では 1860 年以降､この「イタリアン・

ルネッサンス」を本場で学ぶため建築家はパリのエコール・デ・

ボザールに留学し､ヨーロッパ中の大都市を巡り､それはルネッサ

ンス文化を学ぶ「グランドツアー」と呼ばれました。各国の指導

者となるエリートの登竜門と言われツアーに参加した米国の建築

家達は帰国後「アメリカン・ボザール様式」として全米にルネッ

サンス建築を開花させました。

 さて､今回の視察では､LA と同様にＮＹの日本人リアルター滝田

さんの紹介により､ニューオーリンズ大学のクレン・典子教授に

全行程を案内いただきました。米国の大学で日本語と日本文化を

教え､日本で母校の同志社大学でサマースクールを開設､米国人に

日本の文化を教えている方です。その傍ら､ルイジアナ州公認の

リアルター ( 不動産業者 ) でもあり､住宅投資家という超ユニーク

驚くほど元気な方に視察をお願いできたことはラッキーでした。

　2005 年のハリケーン･カトリーナの被害と爪痕が残るニュー

オーリンズ周辺と郊外のケナー､メテリーを併せたグレーター･

ニューオーリンズの住宅地･不動産視察のスタートです。 
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　　 日本だけが住宅に消費税
 10月からの消費増税。 日本では増税
前の方が「お得？損？」といった不毛な議
論が相変わらず繰り返されます。米国人
にとって住宅の取得はアメリカンドリーム
であり､米国経済にとっては経済発展の
ための重要な成長エンジン（内需の柱）

になります。 課税負担を引下げることで
誰もが持ち家に住めるようにと考えてい
ます。 しかし､そもそも住宅は資産であり
一般消費財ではないため、消費税で課
税しないという発想が根底にあります。 
　一方の日本は、土地は非課税ですが、
建物には消費税が課されます。このこと
は「建物に消費課税する」＝「住宅は耐
久消費財」という考え方が払拭されてい
ないことを意味しています。 国策として
「ストック重視（既存住宅の資産価値向
上）」を掲げておきながら､住宅税制では
「住宅＝消費財」という矛盾した考え方
です。日本は世界３位の経済大国であり
ながら、住宅は「発展途上国」そのもの。  
　怒りの声を上げましょう！ さて昨年の
主要国は、新たな住宅政策が展開され
た年でした。 英国のメイ政権は住宅不
足が深刻化し住宅建設に本腰で取り
組まねばならず､ドイツのメルケル連立政

権は､難民増加に起因した需要増大の
都市部の住宅価格の高騰に対応せざる
を得ず､米国トランプ政権は住宅･都市
開発省の予算に大きな削減と議会では
住宅政策を巡る攻防があり､フランスの
マクロン政権は住居税廃止と地方税改
革に取り組み、HLM組織の統合問題もあ
りました。 各国に共通しているのは､長期
的な移民増・短期的な難民対策､住宅
価格の高騰､アフォーダブル住宅や社会
住宅の需要増､ホームレス増という点。      
これらは現在の日本では顕在化していま
せん。 今年４月の「改正入管法」による
「移民受入れ」はいつの間にか高度人
材から単純労働投入量の増加に変わ
り企業の生産性向上に貢献しない理
由から私は大反対ですが､現実的に法
制化され､中期的に外国人家族の受
入れが激増し､住宅･福祉政策のあり
方も激変せざるを得ないと感じます。

アメリカン･ハウス･スタイル ( 第１０回 )    　 ≪フレンチ･コロニアル様式 1700 -1825》

　　　　　　　　　　　　ニューオーリンズは「MARDI GRAS」
←クレン典子さん (右 )　　↓ 一大フェスティバルの真っ最中

おかげさまで 1９年目を迎えることができました

NEWS LETTER
令和元年 ９月号



 

　

　

米国取材： 大竹 喜世彦   （次回もルイジアナ州のレポート）
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　　　　　☆フレンチ・コロニアル様式
　ルイジアナ州･ポワンテ･クッペ･パリシュ (1750年 )


